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齊

藤

孝

祐

は
じ
め
に

中
国
と
い
う
地
域
は
そ
の
長
い
歴
史
の
中
で
実
に
多
種
多
様
な
思
想
、
文
化
を
内
包
・
発
展
さ
せ
て
き
た
。
春
秋
戦
国
時
代
の
諸
子
百

家
に
始
ま
り
、
後
漢
末
期
に
は
五
斗
米
道
や
太
平
道
が
成
立
し
、
そ
の
後
も
異
民
族
移
住
に
よ
っ
て
多
く
の
異
文
化
・
異
宗
教
が
流
入
し

て
い
る
。
そ
の
過
程
で
、仏
教
神
と
し
て
中
国
に
流
入
し
つ
つ
も
、後
世
、他
の
宗
教
に
吸
収
さ
れ
現
代
に
伝
わ
る
神
格
も
多
数
存
在
す
る
。

中
で
も
哪
吒
太
子
と
い
う
神
は
非
常
に
人
気
が
高
く
、
台
湾
に
お
い
て
は
廟
の
数
が
多
く
、
一
〇
〇
ヶ
所
を
超
え
る
。『
新
刻
鍾
伯
敬
先

生
批
評
封
神
演
義
』（
許
仲
琳
編　

明
代　

内
閣
文
庫
所
蔵
）（
以
下
『
封
神
』）
や
『
西
遊
記
』（
呉
承
恩
撰　

三
民
書
局　

一
九
七
二
）

（
以
下
『
西
遊
』）
等
の
小
説
、
並
び
に
、
現
代
で
は
映
像
作
品
に
も
よ
く
登
場
し
、
民
衆
に
と
っ
て
身
近
な
神
格
で
あ
る
。
哪
吒
太
子
の

時
代
的
変
遷
は
二
階
堂
善
弘
の
『
明
清
期
に
お
け
る
武
神
と
神
仙
の
発
展（

（
（

』（
関
西
大
学
出
版
部　

二
〇
〇
九
）
が
詳
し
い
。
二
階
堂
善

弘
は
そ
の
「
哪
吒
太
子
考
」
の
中
で
、
唐
代
に
哪
吒
が
中
国
に
伝
来
し
て
か
ら
、
父
神
で
あ
る
毘
沙
門
天
か
ら
独
立
し
て
道
教
、
民
間
信

仰
や
雑
劇
、
法
術
・
呪
術
の
呪
文
な
ど
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
文
学
作
品
に
も
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
や
、
他
の
神
格
や
宗
教
と
の
説

話
の
混
同
か
ら
、
そ
の
変
遷
過
程
が
複
雑
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
変
遷
過
程
の
中
で
哪
吒
の
職
能
は
除
災

一
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や
闘
争
と
い
っ
た
も
の
を
含
む
よ
う
に
な
り
、
呪
術
方
面
の
人
気
が
高
い
こ
と
を
示
唆
し
た
。
し
か
し
私
は
こ
の
二
点
よ
り
も
重
要
な
要

素
と
し
て
「
水
」
が
挙
げ
ら
れ
る
と
考
え
る
。

私
は
本
論
で
は
、
哪
吒
太
子
と
そ
の
父
李
靖
（
毘
沙
門
天
、
托
塔
李
天
王
と
も
）
の
神
格
に
ま
つ
わ
る
宗
教
説
話
の
時
代
的
変
遷
と
廟

の
地
理
的
分
布
傾
向
の
考
察
を
し
て
み
た
い
。
従
来
の
『
封
神
』
研
究
に
お
い
て
の
李
靖
像
は
、
毘
沙
門
天
と
の
習
合
に
求
め
る
傾
向
に

あ
る
た
め
、
毘
沙
門
天
と
李
靖
が
習
合
し
て
い
く
過
程
等
に
つ
い
て
は
既
に
言
及（

（
（

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
方
、
史
実
の
人
物
と
し
て
の

李
靖
や
、
死
後
の
李
靖
像
研
究
は
少
な
い（

（
（

。
し
か
し
そ
れ
で
は
、『
封
神
』
に
お
い
て
元
仙
人
の
人
間
と
し
て
登
場
す
る
李
靖
の
ル
ー
ツ

の
説
明
が
不
足
し
て
い
る
た
め
、
李
靖
と
い
う
人
物
が
死
後
、
神
格
化
さ
れ
て
い
く
過
程
を
明
確
に
し
、
毘
沙
門
天
と
は
関
連
性
な
く
付

加
さ
れ
た
説
話
や
、
息
子
で
あ
る
哪
吒
と
の
比
較
か
ら
、
中
国
人
の
「
水
」
へ
の
向
き
合
い
方
と
『
封
神
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
考
察
し

た
い
。一　

衛
国
公
李
靖
の
歴
史
的
変
遷
に
つ
い
て

『
封
神
』
で
は
、
哪
吒
の
父
親
と
し
て
登
場
す
る
李
靖
で
あ
る
が
、
彼
は
史
実
上
の
人
物
で
あ
る
。
従
来
の
『
封
神
』
研
究（

（
（

で
は
、
毘

沙
門
天
と
李
靖
が
習
合
し
て
い
く
過
程
や
そ
の
契
機
等
が
深
く
追
及
さ
れ
て
い
る
が
、
実
在
の
人
物
と
し
て
の
李
靖
を
研
究
す
る
視
点
が

希
薄
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
李
靖
と
い
う
人
物
が
神
格
化
さ
れ
て
い
く
過
程
、
職
能
な
ど
に
考
察
を
し
て
み
た
い
。

李
靖
（
五
七
一
～
六
四
九
）
と
い
う
人
物
は
『
旧
唐
書
』
第
八
巻
に
よ
れ
ば
、
唐
・
太
宗
の
頃
、
衛
国
公
の
職
に
就
い
て
い
た（

（
（

。
彼
の

字
が
〝
薬
師
〟
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
薬
師
（yào-shī

）」
と
「
夜
叉
（yè-chā
）」
が
混
同
さ
れ
、
夜
叉
を
眷
属
と
し
て
従
え
る
「
夜
叉

の
長
」
と
し
て
知
ら
れ
る
毘
沙
門
天
の
、
現
世
に
お
け
る
人
間
と
し
て
の
呼
称
が
「
李
夜
叉
」
だ
と
の
誤
解
を
受
け
た
。
こ
の
こ
と
が
李

靖
と
毘
沙
門
天
の
習
合
の
発
端
で
あ
る
と
い
う
説
が
一
般
的
で
あ
る（

（
（

。
し
か
し
、
毘
沙
門
天
と
李
靖
が
習
合
し
て
托
塔
李
天
王
へ
と
派
生

二
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し
て
い
く
半
面
、
史
実
上
の
李
靖
と
い
う
人
物
は
死
後
、
時
間
の
経
過
と
共
に
単
体
の
神
と
し
て
発
展
し
て
い
く
。

ま
ず
、
宋
代
の
資
料
『
宋
會
要
輯
稿（

（
（

』
禮
二
〇
諸
祠
廟
に
見
え
る
李
靖
祭
祀
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

李
靖
祠
。
一
在
潞
城
縣
，
徽
宗
崇
寧
四
年
二
月
賜
額
「
廣
德
」。
一
在
解
縣
，
大
觀
元
年
正
月
封
忠
烈
王
。
二
年
封
輔
世
惠
烈
王
。

又
石
晉
封
靈
顯
王
，
徽
宗
大
觀
元
年
十
一
月
改
封
普
世
忠
烈
王（

（
（

。

北
宋
期
、
こ
の
よ
う
に
李
靖
祭
祀
す
る
際
「
忠
烈
王
」、「
輔
世
惠
烈
王
」、「
普
世
忠
烈
王
」
と
号
を
改
め
ら
れ
、
よ
り
高
位
と
な
っ
て
い

く
流
れ
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
他
『
關
中
勝
蹟
圖
志（

（
（

』
巻
七
の
地
方
志
に
も
こ
の
人
物
へ
の
祭
祀
記
録
が
あ
る
。

李
衛
公
祠
。
通
志
在
三
原
縣
治
西
。
祀
唐
李
靖
。
碑
記
、
宋
德
祐
初
、
封
衛
公
、
爲
輔
世
靈
祐
王
。
元
加
忠
顯
威
烈
王
、
賜
廟
額
曰

仁
濟
。
春
秋
致
祭（

（1
（

。

こ
れ
ら
の
記
事
は
、「
李
衛
公
」
へ
の
祭
祀
を
毎
年
春
と
秋
の
二
回
行
っ
て
い
る
と
い
う
記
録
で
あ
る
。

そ
れ
ら
と
の
関
連
で
元
代
、
民
間
信
仰
上
の
李
靖
に
は
雨
の
神
と
い
う
性
格
が
見
え
る
。『
玉
芝
堂
談
薈（

（1
（

』
巻
一
九
、『
元
明
事
類
鈔（

（1
（

』

巻
二
〇
に
見
ら
れ
る
記
事
で
あ
る
。

李
靖
、
微
時
獵
山
、
会
暮
宿
一
朱
門
。
夜
半
扣
門
甚
急
。
主
婦
謂
曰
、
今
天
命
行
雨
、
欲
煩
君
命
。
蒼
頭
鞁
青
驄
馬
取
雨
器
。
乃
一

小
屏
戒
曰
、
馬
鳴
即
以
瓶
水
滴
馬
鬃
上
。
此
一
滴
乃
地
上
三
尺
、
慎
勿
多
也（

（1
（

。

安
吉
州
李
衛
公
廟
、
宏
治
初
歳
旱
、
邑
令
輿
神
禱
雨
。
雨
隨
輿
。
至
後
又
旱
。
且
酷
熱
。
禱
于
神
。
神
額
有
汗
如
珠
、
拭
之
復
汗
、

雨
亦
隨
應（

（1
（

。

こ
の
記
事
に
は
、
李
靖
と
い
う
人
物
が
貧
し
い
頃
、
山
に
入
っ
て
時
に
応
じ
て
雨
を
操
作
し
て
見
せ
た
こ
と
や
、
李
衛
公
廟
の
神
像
に
祈

る
と
、
そ
の
祈
り
に
応
じ
て
雨
が
降
っ
た
と
い
う
伝
承
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
事
柄
と
、
先
に
触
れ
た
『
關
中
勝
蹟
圖
志（

（1
（

』
巻
七

の
記
事
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
李
靖
の
性
質
と
雨
・
豊
作
と
の
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
は
関
中
平
野
を
含
む
陝

西
地
方
が
、
灌
漑
農
業
を
行
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
降
雨
を
祈
願
す
る
必
要
性
が
あ
っ
た
た
め
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
李
靖

は
そ
の
死
後
、
各
王
朝
か
ら
は
武
将
と
し
て
併
祀
さ
れ
る
一
方
、
少
な
く
と
も
陝
西
地
方
に
お
い
て
は
降
雨
を
願
う
信
仰
対
象
と
さ
れ
て

三
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い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
だ
が
、
文
学
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
と
は
多
少
異
な
る
取
り
扱
い
を
さ
れ
て
い
た
。
戯
曲
、
雑
劇
を
影
印
収
録
し
て

い
る
『
脉
望
館
鈔
校
本
古
今
雑
劇（

（1
（

』
に
見
ら
れ
る
第
一
七
〇
「
唐
李
靖
陰
山
破
虜
（
闕
名
撰
）」
に
は
、

老
夫
姓
李
名
靖
字
薬
師
乃
京
兆
三
原
人
也（

（1
（

李
靖
軍
師
統
天
兵
之
威
用
神
術
妙
策
征
滅
北
番（

（1
（

等
の
戯
曲
的
説
話
が
あ
る
。
こ
の
物
語
中
で
は
、
北
方
の
異
民
族
に
対
抗
す
る
た
め
に
李
靖
が
採
っ
た
手
段
は
天
の
兵
と
神
術
を
利
用
す

る
こ
と
で
あ
り
、
ま
る
で
神
仙
の
よ
う
で
あ
る
と
い
う
説
話
で
あ
る
。
こ
の
作
品
が
ど
の
年
代
に
成
立
し
た
の
か
は
断
言
で
き
な
い
が
、

少
な
く
と
も
宋
代
か
ら
明
代
に
か
け
て
発
展
し
て
い
た
戯
曲
・
雑
劇
の
流
れ
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、『
封
神
』
に
登

場
す
る
李
靖
は
陳
塘
関
（
現
在
の
広
州
の
一
部
）
の
長
官
と
な
る
前
は
、
仙
人
の
修
行
を
し
て
い
た
と
い
う
設
定
が
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
は
先
の

『
玉
芝
堂
談
薈（

（2
（

』
巻
十
九
、『
元
明
事
類
鈔（

（2
（

』
巻
二
〇
『
脉
望
館
鈔
校
本
古
今
雑
劇（

（2
（

』
第
一
七
〇
「
唐
李
靖
陰
山
破
虜
」
に
見
ら
れ
る
山
中

で
の
降
雨
説
話
、
神
術
妙
策
説
話
が
そ
の
素
地
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、『
封
神
』
に
お
い
て
の
李
靖
像
に
は
、
こ
れ
ら
の
説

話
録
や
雑
劇
を
踏
襲
し
て
い
る
部
分
が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
他
、
李
靖
へ
の
公
的
祭
祀
の
記
録
も
あ
る
。『
明
実
録
』
洪
武
二
十
一
年
二
月
甲
寅
の
条
に
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。

詔
以
歷
代
名
臣
從
祀
帝
王
廟
先
是
禮
官
奏
以
（
中
略
）
太
公
望
・
方
叔
・
召
虎
・
張
良
・
蕭
何
・
曹
參
・
周
勃
・
鄧
禹
・
諸
葛
亮
・

房
玄
齡
・
杜
如
晦
・
李
靖
・ 

郭
子
儀
・
李
晟
・（
中
略
）
岳
飛
・
張
浚
・
木
華
黎
・
愽
爾
忽
・
愽
爾
术
・
赤
老
溫
・
伯
顏
。
凡
三
十

有
七
人
從
祀
歴
代
帝
王
廟（

（2
（

。

こ
の
記
事
は
、
明
朝
が
国
家
祭
祀
で
歴
代
王
朝
の
皇
帝
を
祀
っ
た
際
、
従
祀
さ
れ
た
諸
臣
の
中
に
李
靖
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
は
皇
帝
に
仕
え
た
歴
代
の
家
臣
・
武
官
を
併
せ
祀
る
性
質
の
も
の
で
あ
る
た
め
、
説
話
や
文
学
的
面
か
ら
の
李
靖
像
と
は
異

な
る
が
、
後
述
す
る
台
湾
で
の
李
靖
の
取
り
扱
い
に
近
い
も
の
で
あ
る
の
で
、
明
示
し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
李
靖
は
唐
代
、
国
土
の
防
衛
の
職
に
就
い
て
お
り
、
そ
の
死
後
は
民
間
で
は
宋
代
以
後
、
降
雨
の
信
仰
対
象
と
さ

れ
、
雨
を
自
在
に
降
ら
せ
た
と
い
う
説
話
が
付
加
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
そ
の
後
は
雑
劇
の
中
で
神
仙
に
準
ず
る
扱
い
を
受
け
る
よ
う

四
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に
な
り
、
明
代
で
は
王
朝
か
ら
武
臣
と
し
て
併
祀
さ
れ
た
他
、『
封
神
』
に
元
道
士
の
地
方
長
官
と
し
て
登
場
す
る
。
つ
ま
り
毘
沙
門
天

と
の
習
合
後
、
托
塔
李
天
王
と
な
る
部
分
以
外
の
単
体
と
し
て
の
李
靖
像
は
、
宋
代
・
元
代
の
降
雨
説
話
や
神
術
妙
策
説
話
に
見
ら
れ
る

よ
う
な
神
仙
像
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
、『
封
神
』
に
お
い
て
も
部
分
的
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
彼
へ
の
公

的
祭
祀
の
記
録
か
ら
は
明
王
朝
が
李
靖
を
武
臣
と
し
て
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

二　

中
国
文
学
に
見
る
哪
吒
太
子
説
話
の
変
容

哪
吒
太
子
（
以
下
哪
吒
）
は
初
め
イ
ン
ド
の
神
と
し
て
成
立
し
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
た（

（2
（

。
そ
の
後
仏
教
の
流
入
に
伴
い
父
神
の
毘
沙

門
天
と
共
に
中
国
に
流
入
し
仏
教
説
話
、
伝
承
、
雑
劇
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
は
哪
吒
の
神
格
の
変
遷
、
文
学
と
の
関
連
を

踏
ま
え
、
哪
吒
に
見
ら
れ
る
側
面
を
論
じ
て
み
た
い
。

哪
吒
と
い
う
神
格
は
、
以
前
は
「
那
叱
」
と
も
表
記
さ
れ
、
現
在
で
は
主
に
道
教
神
と
し
て
有
名
で
あ
る
（
図
①
を
参
照
）。
タ
ン
キ
ー

や
フ
ー
チ
ー
と
い
う
呪
術
面
で
も
人
気
が
あ
る
。
一
般
に
は
「
太
子
爺
」
と
称
さ
れ
る
他
、「
中
壇
元
帥
」、「
太
子
元
帥
」、「
哪
吒
三
太
子
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
神
格
が
登
場
す
る
明
代
・
清
代
の
作
品
と
し
て
は
、
周
の
易
姓
革
命
に
協
力
す
る
仙
人
の
一
人
と
し
て
の
活

躍
を
描
い
た
『
封
神
』
の
他
、
孫
悟
空
の
好
敵
手
と
し
て
登
場
す
る
『
西
遊
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
神
格
の
変
遷
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
龍
と
の
関
係
か
ら
哪
吒
の
治
水
神
的
面
を
論
じ
て
み
た
い
。

哪
吒
と
い
う
神
格
は
、
元
々
は
イ
ン
ド
神
話
に
登
場
す
る
ナ
ラ
ク
ー
バ
ラ
と
い
う
神
で
あ
る（

（2
（

。
彼
は
父
親
の
ク
ベ
ー
ラ
と
共
に
仏
教
に

取
り
入
れ
ら
れ
、
父
神
の
陪
神
「
那
羅
鳩
婆
」
と
音
写
さ
れ
る
。
仏
教
に
吸
収
さ
れ
た
ク
ベ
ー
ラ
神
は
毘
沙
門
天
、
ま
た
は
多
聞
天
と
称

さ
れ
、
四
天
王
や
十
二
天
の
一
角
に
数
え
ら
れ
る
北
方
の
守
護
神
と
な
る
。
毘
沙
門
天
に
は
最
勝
・
独
健
・
那
吒
・
常
見
・
善
膩
師（

（2
（

ら
の

太
子
が
お
り
、
上
か
ら
三
番
目
の
那
吒
と
い
う
太
子
が
後
の
哪
吒
で
あ
る
。
彼
が
中
国
に
伝
来
し
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
し
て
は
、『
佛

五
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号

所
行
讃（

（2
（

』
が
あ
る
。

猶
如
天
帝
釋　

諸
天
衆
圍
遶　

如
摩
醯
首
羅　

忽
生
六
面
子　

設
種
種
衆
具　

供
給
及
請
福

今
王
生
太
子　

設
衆
具
亦
然　

毘
沙
門
天
王　

生
那
羅
鳩
婆　

一
切
諸
天
衆　

皆
悉
大
歡
喜（

（2
（

こ
こ
で
は
、
毘
沙
門
天
の
下
に
那
羅
鳩
婆
が
誕
生
し
た
こ
と
を
諸
天
衆
が
歓
迎
し
て
い
る
様
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
唐
代
に
お

け
る
哪
吒
像
を
示
す
資
料
と
し
て
は
唐
代
の
資
料
、『
太
平
廣
記（

（2
（

』
九
二
巻
、
六
一
〇
頁
、
無
畏
の
条
が
挙
げ
ら
れ
る
。

唐
無
畏
三
藏
初
自
天
竺
至
。（
中
略
）
連
聲
呼
曰
。
律
師
律
師
。
撲
死
佛
子
耶
。
宣
律
方
知
其
異
人
也
。
整
衣
作
禮
而
師
事
焉
。
宣

律
精
苦
之
甚
。
常
夜
後
行
道
。
臨
堦
墜
墮
。
忽
覺
有
人
捧
承
其
足
。
宣
顧
視
之
。
乃
一
少
年
也
。
宣
遽
問
弟
子
何
人
。
中
夜
在
此
。

少
年
曰
。
某
非
常
人
。
即
毘
沙
門
天
王
子
那
吒
太
子
也
。
以
護
法
之
故
。
擁
護
和
尚（

（3
（

。

こ
の
資
料
は
、
宣
律
と
い
う
僧
が
階
段
か
ら
足
を
滑
ら
せ
た
際
、
毘
沙
門
天
の
太
子
那
吒
を
名
乗
る
少
年
が
救
出
し
た
と
い
う
説
話
で
あ

る
。
こ
こ
で
哪
吒
は
、
父
神
で
あ
る
毘
沙
門
天
か
ら
独
立
し
た
、
仏
教
の
守
護
神
と
し
て
の
立
ち
位
置
を
確
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
こ
の
資
料
に
よ
っ
て
唐
代
当
時
は
ま
だ
、
哪
吒
と
い
う
神
格
は
仏
教
神
と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
も
窺
え
る
。
こ
の
後
宋

代
、
元
代
に
な
る
と
他
の
神
格
と
の
共
闘
が
描
写
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。『
脉
望
館
鈔
校
本
古
今
雑
劇（

（3
（

』
第
八
五
「
二
郎
神
酔
射
鎖
魔
鏡
」

（
元
闕
名
撰
）
に
は
、

那
吒
神
与
二
郎
飲
酒
比
試
武
藝
一
箭
射
破
鎖
魔
寶
鏡
走
了（

（3
（

那
吒
神
領
本
部
神
兵（

（3
（

那
吒
神
怒
従
心
上
起
可
早
變
化
了
神
威
顕
着
那
三
頭
六
臂（

（3
（

と
あ
る
。
鎖
魔
寶
鏡
と
は
作
中
で
九
首
牛
魔
羅
王
、金
睛
百
眼
鬼
を
封
じ
込
め
て
い
た
三
面
鏡
で
あ
り
、こ
れ
を
那
吒
神
と
二
郎
神
が
酔
っ

た
勢
い
に
よ
り
弓
矢
で
射
ち
、
破
損
し
た
こ
と
に
よ
り
封
じ
ら
れ
て
い
た
妖
怪
が
解
放
さ
れ
、
こ
れ
を
打
倒
す
る
こ
と
が
、
こ
の
「
二
郎

神
酔
射
鎖
魔
鏡
」
と
い
う
作
品
の
粗
筋
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
那
吒
が
天
の
兵
を
統
率
で
き
る
こ
と
や
、
そ
の
形
態
が
三
頭
六
臂
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
哪
吒
は
、
娯
楽
と
し
て
の
雑
劇
の
影
響
か
ら
か
、
単
純
な
仏
教
神
で
あ
る
よ

六
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り
、
む
し
ろ
戦
闘
に
特
化
し
た
武
神
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
後
代
見
ら
れ
る
哪
吒
の
性
格
へ
の
過
渡
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
に
続
く
明
代
に
成
立
し
た
『
三
教
源
流
捜
神
大
全（

（3
（

』
で
は
彼
は
、
大
羅
仙
と
い
う
仙
人
の
生
ま
れ
変
わ
り
で
あ
り
、
托
塔
李
天

王
の
三
男
に
生
ま
れ
て
い
る
。
彼
は
生
後
五
日
に
東
海
を
騒
が
せ
九
匹
の
龍
を
殺
傷
し
た
。
彼
は
そ
の
咎
に
よ
り
自
害
す
る
も
釈
迦
の
助

力
に
よ
り
蓮
の
花
弁
を
元
に
蘇
生
を
す
る
。
甦
っ
た
哪
吒
は
諸
々
の
魔
王
や
赤
猴
を
そ
の
神
通
力
で
下
し
、
威
霊
顕
赫
大
将
軍
と
い
う
称

号
を
得
、
天
の
門
を
守
護
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
以
下
に
、『
三
教
源
流
捜
神
大
全
』
三
二
八
頁
に
あ
る
哪

吒
の
頁
を
引
用
し
て
み
た
い
。

那
叱
本
是
玉
皇
駕
下
大
羅
仙
。
身
長
六
丈
首
帯
金
輪
、
三
頭
九
眼
八
臂
、
吐
青
雲
足
踏
盤
石
手
持
、
法
律
大
噉
一
聲
雲
降
雨
從
、
乾

坤
爍
動
。
因
世
間
多
魔
王
、
玉
帝
命
降
凡
、
以
故
托
胎
于
托
塔
天
王
李
靖
母
素
知
夫
人
。
生
下
長
子
軍
叱
、
次
木
叱
、
師
三
胎
。
那

叱
生
五
日
化
身
浴
於
東
海
、
脚
踏
水
晶
殿
、
飜
身
直
上
寶
塔
宮
、
龍
王
以
踏
殿
故
怒
而
索
戦
。
帥
時
七
日
、
即
能
戦
、
殺
九
龍
。
老

龍
無
奈
何
而
哀
帝
、
帥
知
之
、
截
戦
于
天
門
之
下
、
而
龍
死
焉
。

（
中
略
）
帥
遂
割
肉
刻
骨
還
父
、
而
抱
真
霊
求
全
于
世
尊
之
側
。
世
尊
亦
以
其
能
降
魔
故
、
遂
折
荷
菱
為
骨
、
藕
為
肉
、
系
為
脛
、

葉
為
衣
而
生
之
。

（
中
略
）
故
諸
魔
若
牛
魔
王
、獅
子
魔
王
、大
象
魔
王
、馬
頭
魔
王
、呑
世
界
魔
王
、鬼
子
母
魔
王
、九
頭
魔
王
、多
利
魔
王
、番
天
魔
王
、

五
百
夜
叉
、
七
十
二
火
鴉
、
盡
為
取
降
以
至
於
撃
赤
猴
、
降
孽
龍
盖
魔
有
盡
而
、
帥
之
霊
通
廣
大
、
變
化
無
窮
、
故
霊
山
會
上
以
為

通
天
太
師
、
威
霊
顕
赫
大
将
軍
。
玉
帝
即
封
為
三
十
六
員
第
一
総
領
使
、
天
帥
之
領
袖
、
永
鎮
天
門
也（

（3
（

。

こ
の
説
話
で
は
『
太
平
廣
記
』
の
時
代
に
は
持
っ
て
い
た
護
法
神
の
性
格
は
既
に
失
わ
れ
、
反
対
に
「
二
郎
神
酔
射
鎖
魔
鏡
」
に
見
ら
れ

る
戦
闘
に
特
化
し
た
武
神
的
性
格
が
よ
り
際
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
の
性
質
は
後
に
続
く
『
西
遊
』、『
封
神
』
に
色
濃
く
受
け
継

が
れ
る
重
要
な
説
話
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
以
下
に
、
そ
の
部
分
を
列
記
し
た
い（

（3
（

。

七
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第
四
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号

①
前
世
の
姿
が
あ
る

②
父
は
托
塔
李
天
王
（
毘
沙
門
天
）

③
生
後
間
も
な
く
東
海
で
暴
れ
、
龍
と
争
う

④
父
で
あ
る
人
物
と
争
い
自
害
す
る

⑤
蓮
の
化
身
と
し
て
蘇
生
す
る

⑥
三
面
六
臂
（
八
臂
）
の
姿
を
取
る
こ
と
が
あ
る

等
で
あ
る
。
中
で
も
、
③
の
「
生
後
間
も
な
く
東
海
で
暴
れ
、
龍
と
争
う
」
と
い
う
故
事
は
特
に
有
名
で
、「
哪
吒
鬧
海
故
事
」
と
し
て

年
画
に
も
し
ば
し
ば
描
か
れ
て
い
る（

（3
（

。
こ
の
よ
う
に
、
水
の
象
徴
で
あ
る
龍
と
争
い
、
こ
れ
を
撃
退
し
た
と
い
う
説
話
か
ら
、「
水
」
と

の
関
係
が
非
常
に
深
い
と
考
え
ら
れ
る
（
図
②
を
参
照
）。
図
②
に
お
け
る
哪
吒
は
向
か
っ
て
左
側
で
金
輪
を
握
り
構
え
て
い
る
人
物
で

あ
り
、右
側
で
龍
に
跨
り
槍
を
構
え
て
い
る
の
は
東
海
龍
王
の
皇
太
子
で
あ
る
。
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
通
り
、哪
吒
と
い
う
神
格
は
「
龍

と
敵
対
し
こ
れ
を
撃
退
す
る
」
神
と
し
て
民
衆
か
ら
崇
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
こ
ま
で
、
中
国
の
各
時
代
に
お
い
て
の
哪
吒
の
扱
い
を
見
て

き
た
。
一
方
、現
代
中
国
に
お
い
て
は
、ど
の
よ
う
な
取
り
扱
い
で
あ
る
の
か
を
こ
こ
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。「
痞
客
邦
部
落
格（

（3
（

」
や
「
瘋

神
的
部
落
格（

（4
（

」
と
い
う
サ
イ
ト
に
哪
吒
の
来
歴
、由
来
等
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、そ
の
一
部
を
引
用
し
て
み
た
。「
瘋
神
的
部
落
格
」

（http://blog.xuite.net/a168a76836/tw
blog

）
よ
り

三
太
子
故
事

太
子
爺
，
姓
李
名
哪
吒
，
生
下
來
就
身
長
六
丈
，
頭
戴
金
環
，
有
三
頭
九
眼
八
臂
，（
中
略
）
哪
吒
七
歲
時
，
因
天
氣
炎
熱
，
帶
幾

個
部
屬
到
河
邊
沐
浴
，
因
哪
吒
身
帶
寶
物
，
忽
現
奇
瑞
，
起
海
嘯
，
振
動
龍
宮
，
龍
王
大
怒
，
派
遣
太
子
三
人
查
看
，
乃
與
哪
吒
大

戰
。
另
一
說
哪
吒
有
天
入
河
沐
浴
，
因
身
附
神
力
，
河
浪
大
作
，
海
嘯
震
盪
，
連
海
龍
宮
也
為
之
蝦
蟹
不
寧
，
龍
王
以
為
有
人
鬧
東

海
，
頗
為
發
怒
，
就
派
遣
龍
王
太
子
等
，
各
持
器
，
凶
悍
趕
來
，
與
哪
吒
衝
突
引
發
一
場
大
戰
。
凱
旋
而
歸
，
還
抽
了
龍
筋
。
為
此

得
罪
龍
王
，
因
而
割
肉
還
父
、
刮
骨
還
母
；
而
後
魂
魄
脫
軀
體
飄
到
乾
元
山
金
光
洞
，
為
太
乙
真
人
先
師
所
救
，
於
金
光
洞
中
讓
祂

八
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以
蓮
花
化
身
重
生
，
重
造
骨
肉
。
從
此
祂
就
昇
天
成
神
，
他
曾
大
戰
東
海
龍
王
，
降
伏
諸
魔
王
，
為
民
間
所
樂
道
，
嘉
其
武
勇
，
被

尊
為
通
俗
道
教
中
神
兵
神
將
的
統
帥（

（4
（

。

こ
こ
に
見
ら
れ
る
哪
吒
像
が
、
そ
の
多
面
多
臂
の
容
姿
や
東
海
龍
王
と
の
対
立
、
そ
の
死
後
蓮
を
媒
介
と
し
て
復
活
す
る
等
の
説
話
か
ら
、

『
三
教
源
流
捜
神
大
全
』
に
見
ら
れ
る
も
の
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
加
え
て
特
筆
す
べ
き
は
最
後
の
「
通
俗
道
教

中
神
兵
神
將
的
統
帥
」
の
一
文
で
あ
る
。
元
来
仏
教
神
で
あ
る
哪
吒
が
、
現
代
に
お
い
て
通
俗
道
教
の
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
契
機
は
や
は
り
元
代
の
頃
よ
り
「
二
郎
神
酔
射
鎖
魔
鏡
」
等
の
雑
劇
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
を
契
機
と
し
て
、
後
の
『
三
教
源
流
捜
神
大
全
』
に
そ
の
説
話
が
収
録
さ
れ
た
こ
と
や
『
西
遊
』、『
封
神
』
等
の
神
怪
小
説
に
登
場

し
民
衆
に
広
く
認
知
さ
れ
た
こ
と
で
、
哪
吒
に
後
付
け
さ
れ
た
「
治
水
」
や
「
道
教
神
」
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
、
よ
り
確
固
た
る
も
の

と
な
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
哪
吒
が
中
国
に
流
入
し
た
後
、
ど
の
よ
う
に
そ
の
神
格
を
変
化
さ
せ
て
い
っ
た
の
か
を
明
確
に
し
た
。
ま
ず
唐
代
に
は
既

に
毘
沙
門
天
の
陪
神
か
ら
独
立
し
て
仏
法
の
守
護
と
し
て
宣
律
を
助
け
た
逸
話
が
残
っ
て
お
り
、
宋
・
元
代
に
は
雑
劇
に
登
場
す
る
。
こ

こ
で
の
哪
吒
は
守
護
神
と
し
て
で
は
な
く
武
神
と
し
て
の
性
格
が
強
調
さ
れ
る
。
彼
の
説
話
充
実
し
始
め
る
の
は
元
末
か
ら
明
代
に
か
け

て
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
代
成
立
の
『
三
教
源
流
捜
神
大
全
』
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
は

現
代
に
お
い
て
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
説
話
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
、
治
水
神
と
し
て
成
立
し
た
契
機
で
あ
る
「
哪
吒
鬧
海
故
事
」

は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
現
代
の
哪
吒
廟
の
由
来
を
紹
介
す
る
Ｈ
Ｐ
に
も
踏
襲
さ
れ
る
形
で
語
り
継
が
れ
る
も
の
で
あ
る
。

次
の
章
で
は
こ
の
治
水
神
と
し
て
の
哪
吒
、
前
章
で
触
れ
た
降
雨
神
と
し
て
の
李
靖
の
廟
の
分
布
図
を
利
用
し
、
そ
れ
ら
の
職
能
と
地
理

的
傾
向
の
関
係
、
及
び
そ
れ
ら
と
文
学
の
関
係
を
考
察
し
た
い
。

　

九
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三　

廟
分
布
の
比
較

中
国
へ
流
入
し
た
当
初
は
父
で
あ
る
毘
沙
門
天
の
陪
神
で
し
か
な
か
っ
た
哪
吒
で
あ
る
が
、
そ
の
後
独
立
し
武
神
、
治
水
神
と
し
て
の

側
面
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
、
哪
吒
と
水
の
関
係
の
深
さ
を
明
示
す
る
た
め
に
今
回
、
廟
の
位
置
情
報
を
視
覚
的
に
わ
か
り
易

く
す
る
た
め
分
布
図
を
作
成
し
た
。
今
回
使
用
す
る
の
は
『
臺
灣
廟
神
大
全（

（4
（

』
と
い
う
台
湾
に
お
け
る
廟
の
住
所
資
料
で
あ
る
。（
図
③
、

④
、
⑤
を
参
照
）。
こ
の
地
図
の
枠
は
山
脈
を
、
二
重
線
は
主
要
な
河
川
（
秀
姑
巒
渓
、
大
安
渓
、
卑
南
渓
、
八
掌
渓
、
愛
河
、
大
漢
渓
、

大
甲
渓
、
基
隆
河
、
淡
水
河
、
蘭
陽
渓
、
高
屏
渓
、
曽
文
渓
、
濁
水
渓
、
立
霧
渓
、
新
店
渓
、
花
蓮
渓
等
）
を
、
二
重
円
は
湖
沼
を
示
し

て
い
る
。
図
③
の
黒
い
点
は
哪
吒
を
祀
る
廟
を
示
し
た
。
こ
れ
ら
は
当
時
に
お
い
て
人
口
の
多
い
市
街
地
、
特
に
台
中
か
ら
台
南
に
か
け

て
、
ま
た
は
海
沿
い
、
川
沿
い
や
湖
沼
の
近
辺
に
あ
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。

台
湾
へ
の
中
国
大
陸
か
ら
の
入
植
は
、
非
公
認
で
は
あ
っ
た
が
福
建
省
及
び
広
東
省
出
身
者
を
中
心
に
、
十
七
世
紀
に
活
発
化
し
た
。

福
建
省
泉
州
出
身
者
は
商
業
重
視
で
あ
っ
た
た
め
台
湾
沿
海
部
を
、
福
建
省
漳
州
出
身
者
は
農
業
中
心
で
あ
っ
た
た
め
平
野
部
を
、
山
岳

地
帯
で
あ
る
広
東
出
身
者
は
故
郷
の
地
形
に
近
い
山
地
を
各
々
選
び
移
住
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
原
住
民
は
住
居
を
追
わ
れ
段
階

的
に
山
脈
の
北
東
へ
移
動
し
て
い
く
。
山
脈
地
帯
に
廟
が
存
在
し
な
い
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る（

（4
（

。
な
お
許
献
平
著
「
台
南
縣
太
子
爺
廟
的

分
佈
與
系
統（

（4
（

」
に
よ
る
と
、
台
南
へ
の
哪
吒
の
分
祀
は
一
六
六
〇
年
代
に
新
營
太
子
宮
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
哪
吒
廟
分
布
図
と

同
様
の
手
法
で
哪
吒
の
父
親
で
あ
る
托
塔
李
天
王
、
李
靖
の
分
布
図
を
作
成
し
た
。

李
靖
廟
に
関
し
て
は
、
台
湾
に
お
い
て
は
皆
無
と
言
っ
て
良
い
（
図
④
を
参
照
）。
こ
の
図
に
お
い
て
一
ヶ
所
だ
け
該
当
す
る
廟
が
新

竹
市
に
存
在
す
る
が
、
こ
の
廟
は
関
帝
廟
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
関
帝
廟
に
、
李
靖
を
併
祀
し
て
い
る
た
め
こ
の
よ
う
に
表
記
し
た
。
武

神
で
あ
る
関
帝
と
と
も
に
祀
る
点
で
は
、
こ
こ
の
李
靖
は
前
述
し
た
歴
代
帝
王
廟
（『
明
実
録
』
洪
武
二
十
一
年
二
月
甲
寅
の
条（

（4
（

）
に
お

い
て
の
祀
ら
れ
方
と
同
質
の
も
の
で
、武
臣
的
扱
い
で
あ
り
、宋
代
か
ら
見
ら
れ
る
降
雨
神
と
し
て
の
要
素
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。こ
れ
は
、

李
靖
神
に
降
雨
の
属
性
が
認
め
ら
れ
る
の
が
、
灌
漑
農
業
を
行
う
関
中
平
野
を
含
む
陝
西
地
方
の
み
で
あ
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
農
業

一
〇
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用
水
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
っ
た
灌
漑
農
業
地
帯
で
は
、
雨
を
降
ら
せ
る
神
格
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
李
靖
に
そ
の
職
能
を
付
加

し
祈
念
し
た
が
、
農
法
の
異
な
る
台
湾
に
お
い
て
は
降
雨
を
祈
願
す
る
必
要
性
が
弱
く
、
李
靖
に
対
し
て
は
明
王
朝
に
お
け
る
公
的
祭
祀

を
引
き
継
い
だ
形
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

托
塔
李
天
王
を
祀
る
廟
は
四
ヶ
所
あ
る
（
図
⑤
を
参
照
）。
台
南
地
方
に
三
ヵ
所
、
台
北
地
方
に
一
ヶ
所
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
市
街

地
に
面
し
た
位
置
で
あ
る
。
民
衆
に
と
っ
て
信
仰
が
身
近
で
、
生
活
に
浸
透
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
絶
対
数
が
少
な
い
。

三
つ
の
分
布
図
を
み
る
と
、
地
図
上
で
は
李
靖
―
哪
吒
の
父
子
関
係
、
ま
た
は
托
塔
李
天
王
―
哪
吒
の
父
子
関
係
と
も
に
設
け
ら
れ
た

場
所
が
近
い
、
併
せ
祀
ら
れ
て
い
る
等
の
直
接
の
関
係
は
な
い
。
つ
ま
り
、
こ
の
二
神
を
父
子
関
係
と
し
て
捉
え
て
い
る
廟
は
無
い
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
哪
吒
が
父
神
と
は
完
全
に
別
れ
、
独
立
し
た
信
仰
を
集
め
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

図
③
の
哪
吒
廟
に
関
し
て
は
、
河
川
・
湖
沼
の
近
辺
に
建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
龍
王
撃
退
の
故
事
か
ら
治

水
の
英
雄
の
側
面
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
哪
吒
を
、「
水
」
か
ら
人
々
を
助
け
る
治
水
の
英
雄
で
あ
る
と
の
信
仰
か
ら
水
場
の
近
く
に
廟

を
拓
い
た
こ
と
を
、
地
理
的
に
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
台
南
・
台
中
の
河
川
中
流
域
に
哪
吒
廟
を
持
ち
込
ん
だ
の
が
福
建

人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
農
業
を
生
活
の
基
盤
に
据
え
る
漳
州
出
身
者
や
、
商
業
中
心
の
泉
州
出
身
者
の
信
仰
対
象
が
哪
吒
で
あ
っ
た
こ
と

が
窺
え
る
。
農
業
か
ら
見
て
も
商
業
か
ら
見
て
も
、
天
候
や
水
運
の
安
定
が
至
上
命
題
で
あ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
職
能
を

持
つ
哪
吒
を
入
植
の
際
に
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
神
格
の
他
に
水
場
の
付
近
に
開
廟
さ
れ
た
水
神
は
四
川
省
灌
江
の
付
近
に
祀
ら

れ
て
い
る
二
郎
神
や
黄
河
中
流
域
の
龍
神
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
ま
で
、
台
湾
で
の
廟
の
分
布
図
か
ら
、
そ
の
職
能
と
地
理
的
傾
向

に
関
連
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
ま
た
、
李
靖
―
哪
吒
の
父
子
関
係
、
ま
た
は
托
塔
李
天
王
―
哪
吒
の
父
子
関
係
に
、
廟
の
地

理
関
係
は
な
く
、
台
湾
に
お
い
て
は
こ
の
李
靖
、
托
塔
李
天
王
、
哪
吒
を
信
仰
す
る
場
所
は
独
立
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。
こ
れ
は
、

哪
吒
が
既
に
父
神
か
ら
独
立
し
、
単
体
の
神
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
哪
吒
の
方
が
よ
り
人
気
が
あ
り
、
そ
の
理
由
に
は
治
水

の
職
能
が
あ
る
こ
と
が
言
え
る
。
こ
の
治
水
説
話
は
元
末
か
ら
明
代
に
付
加
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
契
機
は
雑
劇
や
文
学

作
品
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
で
き
た
も
の
と
考
え
る
。

一
一
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四　

お
わ
り
に

李
靖
は
毘
沙
門
天
と
習
合
し
托
塔
李
天
王
と
さ
れ
て
い
く
一
方
、「
李
靖
神
」
と
し
て
の
立
場
を
確
立
し
て
い
っ
た
。
唐
代
、
国
土
の

防
衛
の
職
に
就
い
て
い
た
が
死
後
は
民
間
で
は
宋
代
以
後
、
降
雨
の
信
仰
対
象
と
さ
れ
、
雨
を
自
在
に
降
ら
せ
た
と
い
う
説
話
が
付
加
さ

れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
当
時
は
降
雨
神
と
し
て
信
仰
を
集
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
は
雑
劇
の
中
で
神
仙
に
準
じ
た
扱
い
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
場
合
の
李
靖
神
は
托
塔
李
天
王
や
毘
沙
門
天
と
は
何
の
関
係
も
習
合
も
見
ら
れ
ず
、
単
立
の
神
格
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
降
雨
説
話
や
神
術
妙
策
説
話
に
見
ら
れ
る
神
仙
的
要
素
が
、
明
代
に
成
立
し
た
『
封
神
』
に
も
反
映
・
踏
襲
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
た
。
そ
れ
は
、
李
靖
の
「
陳
塘
関
の
長
官
と
な
る
前
は
、
仙
人
の
修
行
を
し
て
い
た
」
と
い
う
設
定
に
認
め
ら

れ
る
。
そ
の
一
方
、
明
王
朝
や
台
湾
に
お
い
て
は
武
臣
と
し
て
併
祀
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
李
靖
に
は
宋
代
か
ら
見
ら
れ
る
降
雨
神

と
し
て
の
要
素
は
欠
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
こ
の
降
雨
神
と
し
て
の
性
質
は
灌
漑
農
業
と
の
結
び
つ
き
が
強
く
、
中
国
の
陝
西

地
方
で
は
成
立
し
た
が
、
そ
の
範
囲
が
全
国
に
広
が
る
こ
と
は
な
く
、
台
湾
に
お
い
て
は
、
明
王
朝
で
の
武
臣
的
扱
い
が
よ
り
強
く
反
映

さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
言
え
る
。

ま
た
、
哪
吒
と
い
う
神
格
は
ま
ず
唐
代
に
は
既
に
毘
沙
門
天
の
陪
神
か
ら
独
立
し
て
仏
法
の
守
護
と
し
て
宣
律
を
助
け
た
逸
話
が
残
っ

て
お
り
、
そ
の
後
宋
・
元
代
に
次
第
に
雑
劇
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
こ
で
の
哪
吒
は
守
護
神
と
し
て
で
は
な
く
武
神
と
し
て
の
性

格
が
強
調
さ
れ
る
。
彼
の
説
話
が
充
実
し
だ
す
の
は
元
末
か
ら
明
代
に
か
け
て
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
明
代
成
立
の
『
三
教
源
流
捜

神
大
全
』
に
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
に
は
、
現
代
に
お
い
て
踏
襲
さ
れ
て
い
る
説
話
が
多
数
明
記
さ
れ

て
い
る
。
中
で
も
、
治
水
神
と
し
て
成
立
し
た
契
機
で
あ
る
「
哪
吒
鬧
海
故
事
」
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
現
代
の
哪
吒
廟

の
由
来
を
紹
介
す
る
Ｈ
Ｐ
に
も
踏
襲
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
仏
教
神
で
あ
る
は
ず
の
哪
吒
が
、
現
在
で
は
治
水

神
・
民
間
的
道
教
神
と
考
え
ら
れ
て
い
る
理
由
の
一
端
を
明
確
に
で
き
た
。
ま
た
、
本
論
に
お
い
て
使
用
し
た
廟
の
分
布
図
か
ら
は
、
廟

開
設
の
地
理
的
傾
向
と
福
建
人
の
入
植
、
及
び
そ
れ
ら
を
繋
ぐ
雑
劇
・
文
学
作
品
と
の
関
係
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
李
靖
―
哪

一
二



李
靖
・
哪
吒
父
子
説
話
に
関
し
て
の
一
考
察

13

吒
の
父
子
関
係
、
ま
た
は
托
塔
李
天
王
―
哪
吒
の
父
子
関
係
に
、
廟
の
地
理
的
関
係
は
な
く
、
台
湾
に
お
い
て
は
こ
の
李
靖
、
托
塔
李
天

王
、
哪
吒
を
信
仰
す
る
場
所
は
独
立
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
哪
吒
が
既
に
父
神
か
ら
独
立
し
、
単
体
の
神
と
し
て

祀
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
哪
吒
の
方
が
、
李
靖
や
托
塔
天
王
よ
り
人
気
が
あ
り
、
そ
の
理
由
の
一
つ
に
治
水
の
職
能
が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
こ
の
治
水
説
話
は
元
末
か
ら
明
代
に
か
け
て
、
雑
劇
や
文
学
作
品
を
契
機
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
で
き
た
も
の

と
考
え
る
。

　
　

註
（1）
『
明
清
期
に
お
け
る
武
神
と
神
仙
の
発
展
』（
二
階
堂
善
弘　

関
西
大
学
出
版
部　

二
〇
〇
九
）
五
頁
～
三
九
頁
。

（2）
「
毘
沙
門
天
王
父
子
与
中
国
小
説
之
関
係
」（
柳
存
仁　
『
和
風
堂
文
集
』　

一
九
九
九
）。

（3）
筆
者
が
確
認
で
き
た
托
塔
天
王
李
靖
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、「
毘
沙
門
天
信
仰
の
東
漸
に
就
て
」（
宮
崎
市
定　
『
ア
ジ
ア
研
究
第

二
』　

一
九
六
三
）、「
関
于
毘
沙
門
天
王
等
事
」（
徐
梵
澄　
『
世
界
宗
教
研
究
第
四
期
』　

一
九
八
三
）、「
李
靖
・
妙
善
故
事
之
変

異
」（
張
瑞
芬　
『
興
大
中
文
学
報
第
五
期
』　

一
九
九
二
）、「
毘
沙
門
天
王
父
子
与
中
国
小
説
之
関
係
」（
柳
存
仁　
『
和
風
堂
文
集
』

　

一
九
九
九
）、「
哪
吒
太
子
考
」（
二
階
堂
善
弘　
『
明
清
期
に
お
け
る
武
神
と
神
仙
の
発
展
』　

二
〇
〇
九
）
で
あ
る
が
、
い
ず
れ

も
毘
沙
門
天
の
神
格
的
変
遷
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、
人
物
と
し
て
の
李
靖
像
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

（4）
註

（3）
に
同
じ
。

（5）
『
旧
唐
書
』
八
巻　

列
伝
十
七
（
中
華
書
局
）
二
四
七
五
頁
～
二
四
八
二
頁
。

（6）
『
明
清
期
に
お
け
る
武
神
と
神
仙
の
発
展
』（
二
階
堂
善
弘　

関
西
大
学
出
版
部　

二
〇
〇
九
）
二
三
頁
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。「「
李

薬
師
」
と
「
李
夜
叉
」
が
容
易
に
混
淆
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
両
種
の
発
音
か
ら
見
る
に
、

こ
の
混
淆
は
唐
代
に
発
生
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
」。

（7）
『
宋
會
要
輯
稿
』（
劉
琳
他
編　

上
海
古
籍
出
版
社　

二
〇
一
四
）。

一
三
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（8）
『
宋
會
要
輯
稿
』
禮
二
〇　

諸
祠
廟
。

現
代
語
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「
李
靖
の
祠
は
、
潞
城
縣
に
位
置
し
、
一
一
〇
五
年
二
月
に
廟
額
に
「
廣
德
」
の
文
字
を
賜
っ

た
。
解
縣
に
お
い
て
は
、
一
一
〇
七
年
正
月
、「
忠
烈
王
」
の
位
が
贈
ら
れ
た
。
ま
た
、
一
一
〇
八
年
に
は
「
輔
世
惠
烈
王
」
の
神

号
が
贈
ら
れ
た
。
さ
ら
に
後
晉
で
は
「
靈
顯
王
」
の
神
号
が
贈
ら
れ
た
。
一
一
〇
七
年
十
一
月
に
は
、「
普
世
忠
烈
王
」
と
神
号
が

改
め
ら
れ
た
。」。

（9）
『
關
中
勝
蹟
圖
志
』（
畢
沅
撰　

臺
灣
商
務
印
書
館　

清
）。

（10）
『
關
中
勝
蹟
圖
志
』
巻
七
。

現
代
語
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「
李
衛
公
の
祠
は
、『
通
志
』
に
は
三
原
県
の
役
所
の
所
在
地
の
西
に
在
る
。
唐
代
の
李
靖
を

祀
っ
て
い
る
。
石
碑
に
は
南
宋
、
德
祐
の
初
期
（
一
二
七
五
）
に
衛
公
に
奉
じ
ら
れ
、「
輔
世
靈
祐
王
」
と
さ
れ
た
。
元
朝
に
は
「
忠

顯
威
烈
王
」
と
名
を
加
え
ら
れ
、
廟
額
に
は
「
仁
濟
」
の
文
字
を
賜
っ
た
。
春
と
秋
に
は
祭
り
を
行
っ
た
。」。

（11）
『
玉
芝
堂
談
薈
』（
徐
應
秋
撰
（
四
庫
筆
記
小
説
叢
書
）
上
海
古
籍
出
版
社　

一
九
九
三
）。

（12）
『
元
明
事
類
鈔
』（
姚
之
駰
撰
（
四
庫
筆
記
小
説
叢
書
）
上
海
古
籍
出
版
社　

一
九
九
三
）。

（13）
『
玉
芝
堂
談
薈
』
巻
一
九　

天
命
行
雨
の
項
。

現
代
語
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「
李
靖
が
貧
し
い
頃
、
山
で
狩
り
を
し
、
日
が
暮
れ
た
の
で
朱
門
に
泊
ま
っ
た
。
夜
中
急
に

門
を
急
ぎ
叩
く
音
が
す
る
。
主
婦
が
言
う
に
は
「
今
降
雨
の
天
命
が
下
っ
た
が
、手
伝
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
。
李
靖
は
下
僕
に
命
じ
、

馬
に
馬
具
を
付
け
、
雨
器
を
取
り
出
さ
せ
た
。
す
な
わ
ち
一
小
瓶
で
あ
る
。
そ
し
て
（
下
僕
を
）
戒
め
て
言
う
に
は
「
こ
の
馬
が
鳴

い
た
ら
、
こ
の
瓶
の
水
を
馬
の
た
て
が
み
に
滴
せ
。
こ
の
一
滴
は
地
上
の
三
尺
と
な
る
。
く
れ
ぐ
れ
も
多
く
す
る
な
。」
と
。」。

（14）
『
元
明
事
類
鈔
』
巻
二
〇
。

現
代
語
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「
安
吉
州
に
李
衛
公
廟
が
あ
り
、
宏
治
（
弘
治
）
年
間
（
一
四
八
八
～
一
四
九
一
）
の
初
め
、

旱
害
が
起
こ
り
、
邑
令
（
知
県
）
は
神
を
輿
に
載
せ
て
雨
を
降
ら
す
よ
う
に
祈
っ
た
。
こ
れ
に
従
っ
て
雨
が
降
っ
た
。
さ
ら
に
後
に

一
四
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ま
た
旱
害
が
起
こ
り
、
酷
く
熱
か
っ
た
。
ま
た
神
に
祈
る
と
、
神
像
の
額
に
珠
の
よ
う
な
汗
が
浮
か
び
、
こ
れ
を
拭
い
て
も
ま
た
汗

が
浮
か
ぶ
。
す
る
と
、
ま
た
雨
が
降
っ
た
。」。

（15）
註

（9）
に
同
じ
。

（16）
『
脉
望
館
鈔
校
本
古
今
雑
劇
』（
古
本
戯
曲
叢
刊
編
輯
委
員
会 

編　

一
六
一
二
～
一
六
一
七
校
定　

東
洋
文
庫
所
蔵
）。

（17）
『
脉
望
館
鈔
校
本
古
今
雑
劇
』
第
一
七
〇　
「
唐
李
靖
陰
山
破
虜
」（
闕
名
撰
）
八
頁
。

現
代
語
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「（
そ
の
）
老
人
は
姓
名
を
李
靖
、
字
を
薬
師
と
言
い
、
京
師
の
地
方
長
官
を
務
め
る
三
原
出

身
の
人
物
で
あ
る
。」。

（18）
『
脉
望
館
鈔
校
本
古
今
雑
劇
』
第
一
七
〇　
「
唐
李
靖
陰
山
破
虜
」（
闕
名
撰
）
二
八
頁
。

現
代
語
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「
李
靖
軍
師
は
天
兵
の
勢
力
を
統
べ
、
神
術
・
妙
術
を
用
い
て
北
兵
を
殲
滅
し
た
。」。

（19）
『
新
刻
鍾
伯
敬
先
生
批
評
封
神
演
義
』（
許
仲
琳
編　

明
代　

内
閣
文
庫
所
蔵
）
巻
三
、一
頁
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。「
陳
塘
關
有
一

總
兵
官
姓
李
名
靖
。
自
幼
訪
道
修
眞
拜
西
崑
崙
度
厄
眞
人
爲
師
學
成
五
行
遁
術
因
仙
道
難
成
。
故
遣
下
山
輔
佐
紂
」。

日
本
語
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「
陳
塘
関
に
は
李
靖
と
い
う
長
官
が
い
た
。
彼
は
幼
少
時
か
ら
道
学
を
修
め
西
崑
崙
山
の
度

厄
眞
人
に
師
事
し
て
、
五
行
遁
の
術
を
学
ん
だ
が
仙
人
に
な
れ
ず
に
い
た
た
め
に
下
山
し
紂
王
を
輔
佐
す
る
べ
く
遣
わ
さ
れ
た
。」。

（20）
註

（11）
に
同
じ
。

（21）
註

（12）
に
同
じ
。

（22）
註

（16）
に
同
じ
。

（23）
『
明
実
録
』
洪
武
二
十
一
年
二
月
甲
寅
。

現
代
語
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「
詔
に
よ
っ
て
歴
代
の
名
臣
を
帝
王
廟
に
従
祀
し
た
。
こ
れ
よ
り
先
、
礼
官
が
上
奏
し
、（
中

略
）
太
公
望
・
方
叔
・
召
虎
・
張
良
・
蕭
何
・
曹
參
・
周
勃
・
鄧
禹
・
諸
葛
亮
・
房
玄
齡
・
杜
如
晦
・
李
靖
・ 

郭
子
儀
・
李
晟
・（
中

略
）
岳
飛
・
張
浚
・
木
華
黎
・
愽
爾
忽
・
愽
爾
术
・
赤
老
溫
・
伯
顏
、
以
上
、
三
十
七
人
を
歴
代
帝
王
廟
に
従
祀
し
た
い
と
し
た
。」。

一
五
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（24）
毘
沙
門
天
の
前
身
、
イ
ン
ド
神
話
に
登
場
す
る
ク
ベ
ー
ラ
神
に
は
ナ
ラ
ク
ー
バ
ラ
と
い
う
息
子
が
お
り
、
親
子
共
々
仏
教
に
取
り
入

れ
ら
れ
た
。

（25）
プ
ラ
ー
ナ
文
献
に
散
見
す
る
、
ク
ベ
ー
ラ
神
の
息
子
。

（26）
ま
た
は
、
禅
尼
只
・
独
健
・
那
吒
・
鳩
跋
羅
・
甘
露
と
す
る
説
が
あ
る
。

（27）
『
仏
所
行
讃
』（『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
本
緣
部
第
四
冊
）。

（28）
現
代
語
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「
諸
々
の
天
衆
が
天
帝
釋
を
囲
ん
だ
よ
う
に
、
摩
醯
首
羅
が
た
ち
ま
ち
に
六
面
の
子
を
生
み
、

（
こ
れ
に
対
し
て
）
諸
々
の
天
衆
は
、
種
々
の
衆
具
を
設
け
、
供
給
し
福
を
願
っ
た
よ
う
に
今
、
王
が
太
子
を
産
み
、（
天
衆
が
）
衆

具
を
同
様
に
設
け
た
。
毘
沙
門
天
が
那
羅
鳩
婆
を
生
み
、
全
て
の
天
衆
は
大
い
に
歓
喜
し
た
。」。

（29）
『
太
平
廣
記
』
九
二
巻
（
李
昉
等
編　

中
華
書
局　

一
九
六
一
）。

（30）
現
代
語
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「
唐
の
時
代
、無
畏
三
藏
が
初
め
て
イ
ン
ド
か
ら
来
訪
し
た
。（
中
略
）（
人
の
声
が
）連
呼
し
て
、

律
師
、
律
師
。
佛
子
を
撲
死
さ
せ
る
の
か
、
と
言
っ
た
。
宣
律
は
そ
の
呼
び
声
の
主
が
異
人
で
あ
る
と
知
り
服
装
を
整
え
、
礼
を
し

て
師
事
し
た
。
宣
律
は
非
常
に
精
励
刻
苦
し
、
常
に
夜
中
に
修
行
し
、
階
段
に
お
い
て
足
を
滑
ら
せ
墜
落
し
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し

突
然
人
が
現
れ
宣
律
の
足
を
支
え
た
。
宣
律
が
こ
れ
を
よ
く
見
る
と
一
人
の
少
年
で
あ
っ
た
。
宣
律
は
彼
に
、
何
者
か
、
な
ぜ
こ
の

深
夜
に
こ
こ
に
い
る
の
か
を
問
う
と
少
年
は
こ
う
答
え
た
。「
私
は
普
通
の
人
間
で
は
な
い
。
毘
沙
門
天
の
子
、
那
吒
太
子
で
あ
る
。

仏
教
を
護
る
た
め
、
和
尚
を
守
護
し
た
。」。

（31）
註

（16）
に
同
じ
。

（32）
『
脉
望
館
鈔
校
本
古
今
雑
劇
』
第
八
五　
「
二
郎
神
酔
射
鎖
魔
鏡
」（
元
闕
名
撰
）
九
頁
。

現
代
語
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「
那
吒
神
と
二
郎
神
は
酒
を
飲
み
比
べ
、
武
芸
を
競
っ
た
た
め
に
、
そ
の
矢
が
鎖
魔
宝
鏡
を

破
壊
し
て
し
ま
っ
た
。」。

（33）
『
脉
望
館
鈔
校
本
古
今
雑
劇
』
第
八
五　
「
二
郎
神
酔
射
鎖
魔
鏡
」（
元
闕
名
撰
）
十
三
頁
。

一
六
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現
代
語
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「
那
吒
神
は
本
部
の
神
兵
を
統
率
す
る
。」。

（34）
『
脉
望
館
鈔
校
本
古
今
雑
劇
』
第
八
五　
「
二
郎
神
酔
射
鎖
魔
鏡
」（
元
闕
名
撰
）
二
四
頁
。

現
代
語
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「
那
吒
は
怒
り
に
任
せ
て
変
身
す
る
と
三
頭
六
臂
の
威
容
を
顕
わ
に
し
た
。」。

（35）
『
三
教
源
流
捜
神
大
全
』（『
藏
外
道
書
』
影
印
収
録　

巴
蜀
書
社　

一
九
九
二
）
三
二
八
頁
。

（36）
現
代
語
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「
那
叱
と
は
玉
皇
駕
下
、
大
羅
仙
が
本
体
で
あ
る
。
身
長
は
六
丈
、
首
に
金
輪
を
か
け
、
三

頭
九
眼
に
八
本
の
腕
が
あ
り
、
青
雲
を
吐
い
て
足
に
盤
石
を
踏
み
、
手
に
法
と
律
を
持
ち
、
大
喝
一
声
で
雲
を
降
ろ
し
て
雨
を
従
え
、

乾
坤
は
爍
動
す
る
。
世
間
の
多
く
は
魔
王
と
し
、
玉
帝
は
命
じ
て
那
叱
は
凡
を
下
し
、
こ
の
こ
と
か
ら
托
塔
李
天
王
の
妻
素
知
夫
人

に
受
托
さ
せ
た
。
生
ま
れ
下
っ
て
か
ら
は
長
子
の
軍
吒
、
次
の
木
吒
、
師
（
那
叱
）
の
三
人
の
赤
子
と
な
っ
た
。
那
叱
は
生
後
五
日

に
化
身
し
て
東
海
で
水
浴
び
し
、
脚
は
水
晶
殿
を
踏
ん
で
、
体
を
直
立
さ
せ
て
寶
塔
宮
に
登
り
、
龍
王
は
那
叱
が
殿
を
踏
ん
だ
こ
と

に
怒
っ
て
争
っ
た
。
那
叱
は
七
日
間
、
よ
く
戦
い
、
九
匹
の
龍
を
殺
し
た
。
龍
王
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
、
こ
の
こ
と
は
玉
帝
を
哀

し
ま
せ
、
那
叱
が
こ
の
こ
と
を
知
る
と
、
天
門
の
下
で
直
接
龍
王
と
戦
い
、
こ
れ
を
討
ち
倒
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

（
中
略
）
那
叱
は
最
終
的
に
肉
を
割
っ
て
骨
を
刻
ん
で
父
に
返
却
し
、
死
霊
の
姿
で
釈
迦
の
傍
に
拠
っ
て
復
活
す
る
機
会
を
求
め
た
。

世
尊
は
、
那
叱
が
降
魔
の
能
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
蓮
の
が
く
を
折
っ
て
そ
れ
を
骨
と
見
立
て
、
蓮
の
根
を
筋
肉
と
見

立
て
、
茎
を
脛
と
見
立
て
、
葉
を
衣
服
と
し
て
那
叱
を
生
み
出
し
た
。

（
中
略
）
諸
々
の
牛
魔
王
、
獅
子
魔
王
、
大
象
魔
王
、
馬
頭
魔
王
、
呑
世
界
魔
王
、
鬼
子
母
魔
王
、
九
頭
魔
王
、
多
利
魔
王
、
番
天
魔
王
、

五
百
夜
叉
、
七
十
二
火
鴉
、
孽
龍
達
魔
物
を
こ
と
ご
と
く
降
し
赤
い
猿
と
戦
っ
た
。
那
叱
の
神
通
力
は
広
大
で
、
変
化
は
窮
ま
る
と

こ
ろ
無
く
、
よ
っ
て
霊
山
の
上
に
お
い
て
天
の
太
師
と
通
じ
、
威
霊
大
将
軍
と
し
て
赫
を
顕
わ
し
た
。
玉
帝
は
那
叱
を
三
十
六
員
の

内
で
第
一
総
領
使
と
し
、
天
帥
の
領
主
に
封
じ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
那
叱
は
永
く
天
門
を
治
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。」。

（37）
哪
吒
説
話
の
中
で
こ
の
六
つ
の
部
分
を
取
り
上
げ
た
理
由
は
、
明
代
に
成
立
し
た
『
三
教
源
流
捜
神
大
全
』・『
西
遊
』・『
封
神
』
の

三
つ
の
作
品
に
共
通
し
た
部
分
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
、
中
国
人
が
強
く
意
識
し
語
り
継
い
で
き
た
説
話
の
要
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

一
七
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（38）
『
中
国
古
典
文
学
と
挿
画
文
化
』（
瀧
本
弘
之
・
大
塚
秀
高
編　

勉
誠
出
版　

二
〇
一
四
）
七
四
頁
。
図
②
の
哪
吒
鬧
海
年
画
は
『
中

国
民
間
年
画
史
図
録
（
上
）』（
王
樹
村
編　

上
海
人
民
美
術
出
版
社　

一
九
九
一
）
一
一
四
頁
よ
り
。

（39）
九
龍
太
子
紹
介
サ
イ
ト
「
痞
客
邦
部
落
格
」（
二
〇
一
五
年
九
月
四
日
閲
覧
）。

http://m
ygod0328.pixnet.net/blog/post/26076923-%

E4%
B9%

9D
%
E9%

BE%
8D

%
E5%

A4%
AA%

E5%
AD

%
90

（40）
中
壇
元
帥
三
太
子
爺
李
哪
吒
紹
介
サ
イ
ト
「
瘋
神
的
部
落
格
」（
二
〇
一
五
年
九
月
四
日
閲
覧
）。

http://blog.xuite.net/a168a76836/tw
blog

（41）
日
本
語
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。「
太
子
爺
と
は
、
姓
は
李
、
名
は
哪
吒
。
生
ま
れ
て
よ
り
身
長
六
丈
に
な
り
、
頭
に
金
環
を

頂
き
三
つ
の
頭
に
九
つ
の
眼
、
八
つ
の
腕
を
持
つ
。（
中
略
）
哪
吒
が
七
歳
の
頃
、
天
気
が
良
く
暑
い
の
で
幾
人
か
の
部
下
を
連
れ

て
川
岸
ま
で
沐
浴
へ
出
か
け
た
。
す
る
と
哪
吒
が
身
に
着
け
た
宝
物
が
突
然
奇
妙
に
光
り
、
津
波
が
起
き
龍
宮
が
振
動
に
煽
ら
れ

た
。
王
は
激
怒
し
、
太
子
三
人
を
遣
い
原
因
を
見
に
行
か
せ
た
。
そ
の
た
め
哪
吒
と
龍
王
太
子
は
大
い
に
争
っ
た
。
一
説
に
よ
る
と

そ
の
日
哪
吒
が
沐
浴
す
る
と
身
に
つ
け
て
い
た
神
通
力
に
よ
っ
て
大
き
な
波
が
立
ち
、
そ
れ
に
よ
っ
て
龍
宮
も
大
き
く
揺
ら
さ
れ
た

の
だ
と
い
う
。
こ
の
た
め
海
の
生
物
達
は
不
安
が
り
、
龍
王
は
東
の
海
を
騒
が
す
人
間
が
い
る
こ
と
に
大
い
に
怒
り
、
太
子
達
を
派

遣
し
た
の
で
あ
る
。
派
遣
さ
れ
た
龍
王
の
太
子
達
は
各
々
武
器
を
持
ち
凶
暴
な
表
情
で
急
ぎ
現
場
へ
向
か
う
と
哪
吒
と
遭
遇
し
大
い

に
戦
っ
た
。
こ
れ
に
勝
っ
た
哪
吒
は
凱
旋
の
折
り
龍
王
太
子
の
首
筋
を
引
き
抜
き
持
ち
帰
っ
た
。
こ
の
咎
を
龍
王
に
責
め
ら
れ
、
哪

吒
は
肉
を
割
い
て
父
へ
還
し
骨
を
割
っ
て
母
へ
還
し
た
。
そ
の
後
魂
魄
は
身
体
を
抜
け
出
て
風
に
吹
か
れ
、
乾
元
山
金
光
洞
へ
到
着

し
、
そ
こ
の
仙
人
で
あ
る
太
乙
真
人
の
所
で
救
わ
れ
た
。
太
乙
真
人
は
金
光
洞
の
中
で
蓮
花
を
使
い
、
彼
の
生
命
や
骨
肉
を
生
成
し

た
。
彼
は
こ
れ
に
従
っ
て
神
と
な
っ
て
天
に
昇
り
、
東
海
龍
王
と
戦
い
諸
々
の
魔
王
を
調
伏
し
、
民
衆
の
よ
く
語
る
所
と
な
り
、
そ

の
武
勇
に
よ
っ
て
尊
ば
れ
、
通
俗
道
教
中
に
お
い
て
神
兵
・
神
將
の
統
帥
と
な
っ
た
。」。

（42）
『
臺
灣
廟
神
大
全
』（
仇
徳
哉
編　

楓
林
印
刷
設
計
企
業
社　

一
九
八
五
）
七
六
三
頁
～
七
七
五
頁
。
今
回
、
台
湾
を
題
材
と
し
た

の
は
中
国
本
土
に
お
け
る
廟
よ
り
も
創
設
時
期
が
遅
い
た
め
そ
の
職
能
や
時
代
的
背
景
が
追
い
易
く
、
か
つ
資
料
が
散
逸
し
て
い
な

一
八
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い
た
め
、
取
り
扱
い
が
容
易
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
こ
の
分
布
図
は
十
年
ご
と
の
廟
の
分
祀
系
統
図
を
作
成
す
る
た
め
の
モ
デ

ル
ケ
ー
ス
と
し
て
作
成
し
た
。

（43）
『
図
説　

台
湾
の
歴
史
』（
濱
島
敦
俊
監
修　

平
凡
社　

二
〇
〇
七
）
六
三
頁
～
七
七
頁
。

（44）
「
台
南
縣
太
子
爺
廟
的
分
佈
與
系
統
」（
許
献
平　
『
第
一
屆
哪
吒
學
術
研
討
會
論
文
集
』　

新
營
太
子
宮
管
理
員
會
主
編　

二
〇
〇
三
）
六
〇
九
頁
～
六
三
一
頁
。

（45）
註

（23）
に
同
じ
。

一
九
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図①『三教源流捜神大全』三二七頁より那叱

二
〇
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図②『中国民間年画史図録（上）』一一四頁より哪吒鬧海年画

二
一



22

大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集

　
第
四
十
号

図③『台湾廟神大全』版哪吒廟分布図

二
二
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図④『台湾廟神大全』版李靖廟分布図

二
三
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図⑤『台湾廟神大全』版托塔李天王廟分布図

二
四


